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令和４年第６回 

幸手市教育委員会定例会会議録 

招 集 期 日  令和４年６月 21日（火）午前９時 30分 

開 会 場 所 市役所第二庁舎 ２階 第１会議室Ａ 

開会の日時・宣告者 令和４年６月 21日（火）午前９時 30分 山 西 実 

閉会の日時・宣告者 令和４年６月 21日（火）午前 11時 06分 山 西 実 

出

席 

状

況 

職  名 氏    名 摘 要 職  名 氏   名 摘 要 

教 育 長 山  西  実 出 席 教 育 委 員 髙 島 勝 也 出 席 

職務代理者 会 田 研 司 出 席 教 育 委 員 藤 沼 寛 次 出 席 

教 育 委 員 岩﨑 万紀子 出 席 教 育 委 員 古沢 万友実 出 席 

傍聴人：０人 書 記：大 竹 孝 典・河 口 奈 緒 

議 

 

事 

 

参 

 

与 

 

者 

職   名 氏   名 職   名 氏   名 

教 育 部 長 小 林 秀 樹   

総 務 課 長 服 部 道 春   

学校教育課長  堀 越 成 夫   

社会教育課長  仙 田 茂 雄   
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会 議 事 件 名 顛             末 

開    会 

午前９時 30分 

 

 

日程第１ 

前回会議録の承認 

 

 

 

 

 

 

日程第２ 

協議事項 

「令和３年度幸手市教

育行政重点施策」の期

末報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

  開会を宣する。 

 

 

 

教育長 

  令和４年第５回教育委員会定例会の会議録の内容につ

いて質問を求める。 

≪質疑≫ 質疑なし。 

≪承認≫ 全員異議なく承認。 

 

 

 

教育部長及び各課長 

「令和３年度幸手市教育行政重点施策」の期末報告につい

て、資料により説明する。 

≪質疑≫ 

藤沼委員 

３点お話したい。 

１点目は、各事業に対する問題や課題を深堀し、優先順

位をつけて令和４年度の施策等に一部反映されていると

理解している。 

２点目は、昨年度にさわやか相談室への相談件数が

2,500件ほどあり、そのうちの１件が様子見との報告があ

ったが、いじめのような重大事態が発生すると、教員は突

発的な対応を求められることになり、働き方改革とのギャ

ップが生まれてしまうかと思う。引き続き、いじめ防止対

策に取り組み、いじめが発生しない環境づくりに取り組ん

でいただきたい。 

また新聞等で、ＧＩＧＡスクール構想で整備されたタブ

レット端末を使ったいじめに関する記事を目にすること

もあるので、その対応に教員の頭数が取られる可能性も考

えられる。 

関係する部署間で情報共有しながら、スピード感を持っ

て取り組んでいただきたい。 

３点目は、幸手市統一学力調査の教科数の拡充と、１人
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１台タブレット端末の活用といった、確かな学力の育成に

係る取組が２つ追加されたことは評価するが、テストの成

績だけでは測れない様々な子どもたちの個性が引き立つ

ような施策も更に取り入れていただきたい。 

学校教育課長 

  ２点目の働き方改革とのギャップの問題については、藤

沼委員のおっしゃるとおりである。そのため、学校では、

即日対応を基本に保護者や子どもに寄り添った誠実な対

応を心がけている。 

３点目の子どもたちの個性を伸ばす取組として、例えば

吉田小学校では、オリンピックで女子バスケットボールの

キャプテンを務められた方をお招きして講演会と実技体

験会を開催し、自分自身の可能性を見出すといった取組を

行っている。その他、部活動や他の活動を通じて子どもた

ちの様々な個性を伸ばせるようなバランスの取れた取組

を進めていきたい。 

岩﨑委員 

  ４点お話したい。 

  １点目は、主な施策「家庭学習５つの効果等のリーフレ

ットの配布」の課題に「問題・課題のＰＢＬに対応したリ

ーフレットに一部改訂」とあるが、今までの教科書に沿っ

た学習に、ＰＢＬをどう取り入れていくのか伺う。 

２点目は、日数の関係で不登校にカウントされない子ど

ももいるかと思うが、働き方改革との兼ね合いもあり難し

いとは思うが、そういった子どもたちも見捨てない取組と

して、どのようなことをされているのか伺う。 

３点目は先日、ＮＨＫの番組で幸手市が水防に関する話

題で取り上げられていたが、幸手市民は防災意識が低い印

象がある。そこで、公民館で防災講座を開催してみてはど

うか。 

４点目は、主な施策「市民と協働による本因坊ゆかりの

囲碁文化の普及」の成果として、新型コロナウイルス感染

症拡大の影響により、協力クラブの活動自粛により事業が

実施できなかったとのことだが、先日、ＮＨＫの番組でＱ

Ｒコードは囲碁をヒントに日本人が発明したという話を

見て驚いた。 

囲碁だけにとどまらずに、ＩＣＴを活用しながら庁内各

部署が連携して地域や子どもたちに情報提供をしていた
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だきたい。 

学校教育課長 

  １点目のＰＢＬの実施方法だが、探究的な学習に当た

り、学校の中だけでは調べきれない事を家庭で自主的に調

べて、その後、学校で発表することになる。 

２点目の全ての子どもたちを見捨てない取組だが、不登

校は年間 30 日以上欠席で、病気ではない精神的な理由等

によるものがカウントされるため、学校には、月に８日以

上欠席した場合も月末に報告を挙げてもらっている。 

なお、２日以上欠席が続いた場合は、電話連絡や家庭訪

問を実施している学校が多い。 

また、さわやか相談室や保健室に登校した子どもには、

担任が休み時間等の空き時間に子どもや保護者と話をす

るといった対応を取っている。 

さらに新型コロナウイルス感染症の関係で出席停止扱

いとなっている子どもについても電話連絡や、可能であれ

ば家庭訪問も行っている。 

社会教育課長 

  ３点目の防災講座だが、危機管理防災課では、各地区や

団体から依頼があれば、防災士の資格を持った市の職員

が、公民館や地区の自治会館を利用して防災講話を開催し

ている。 

今後、公民館と連携して防災講話の実施を継続、拡大し

ていきたい。 

４点目の囲碁文化の普及については、残念ながら令和

２・３年度と事業が実施できず、令和４年度についても、

事業開催の目途が立っていない状況である。 

学校と連携しながらＩＣＴの活用も含めて何かできる

のか検討していきたい。 

古沢委員 

  ２点お話したい。 

１点目は、吉田小学校でオリンピック選手との交流の機

会があり、素晴らしいと感じたが、中学生の職場体験につ

いては、令和３年度中止となっているかと思う。子どもの

多感な時期に社会と交流を持ったり、社会の流れを知った

りすることができる職場体験は貴重な体験だと思うので、

令和４年度は地域や社会と繋がる機会を増やしてほしい

と感じた。 
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２点目は、主な施策「和食文化国民会議実施『だしで味

わう和食の日』への参加を通じた食育」について、最近で

は家庭でだしを採る機会は少ないと思うので、給食でだし

が味わえるのはとても良い取組だと思う。この給食の時に

は、牛乳ではなく日本茶にして、お茶を勉強する機会にも

なったらいいと思う。 

学校教育課長 

  １点目だが、コロナ禍で中止となった取組も多かった

が、各学校では本日の新聞に掲載された権現堂川小学校の

まこもの馬づくり体験など、可能な範囲で実施しているも

のもある。 

今年度に入って感染者数も減少傾向にあるが、職場体験

は早い段階から事業所との調整が必要なことから、実施判

断に相当悩んだ状況であり、今年度も中止を決定をしてい

るところである。 

総務課長 

  ２点目の御提案だが、給食１食当たりのカルシウムやカ

ロリー摂取量を計算したうえで、日本茶で栄養素をカバー

できるか栄養士と話し合ってみないと分からないが、提案

してみたい。 

髙島委員 

  以前と比較して外国籍の子どもが増えてきており、子ど

もは言語習得能力が高いが、保護者はコミュニケーション

が取りづらい傾向があるので、学校教育の支援だけではな

く、社会福祉課やこども支援課などと連携しながら、家庭

への支援も進めていただきたい。 

学校教育課長 

  現在、県費負担の日本語指導加配教員が、約 20 人の子

どもを、市費負担の日本語指導員が４～５人の子どもを指

導しており、外国籍の子どもが約 30人いる状況である。 

保護者とのコミュニケーションに当たっては、市民協働

課が所管する国際交流協会で、保護者の方の母国語が話せ

る方に通訳をお願いしたり、いない場合は、危機管理課が

防災関係で購入した翻訳機を活用したりしたいと考えて

いる。 

会田職務代理者 

  コロナ禍であったにもかかわらず、予定していた施策が

ほとんど実施されたことに感謝する。 
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専決報告第 13号 

学校給食運営委員会委

員の委嘱 

 

専決報告第 14号 

臨時的任用教職員の内

申 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次回への要望だが、実施した事業実績を数値で示せる

と、より分かりやすいと思うので、検討いただきたい。 

教育長 

  次回、取り入れたい。 

髙島委員 

  幸手市では今年度から実用英語技能検定団体検定料の

助成を行うことについて、さいたま市が、中学３年で「英

検３級程度以上」の割合が全国一位との報道があるが、同

市の生徒の家庭の社会経済的背景は高いと言われ、学校だ

けではなく家庭や塾などでも英語力を高めていると考え

られる。 

合格者の人数で評価すると費用対効果が表れづらく、助

成をやめてしまうという方向になってしまう恐れがある

が、私は慣れ親しむことも重要だと考える。効果や実績と

いった数値ばかりに捉われず、数値に表れづらい個性を伸

ばすといったところにも目を向けながら評価をしていた

だきたい。 

 

 

総務課長 

  議案書により説明する。 

 

 

学校教育課長 

  議案書により説明する。 

 

≪質疑≫ 

会田職務代理者 

  幸手中学校産代教諭の教科は何か。 

学校教育課長 

  国語である。 

会田職務代理者 

  年度途中で代替教員を探すことは大変だと思う。 

新聞の報道で、県から加配教員等が充てられるものの、

この枠に教員を配置することができずに新年度を迎える

学校が全国的に増えていること、また、教員を目指す学生

が減少傾向にあり、埼玉県では小学校の教員採用試験の競

争率が２倍切っているといった記事を目にした。 
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日程第４ 

行政報告 

１ 教育長報告 

 

 

 

 

 

 

２ 事務局からの 

主要な報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この場で議論してもどうにかなる問題ではないが、市内

の学校で教員の空きがでないよう、学校教育課には引き続

き人探しを頑張っていただきたい。 

 

 

 

 

教育長 

 １ 各種教育長会議等 

 ２ 幸手市議会関係 

 ３ 人事評価に係る校長面談 

 ４ 講演等 

について資料により説明する。 

 

教育部長 

令和４年第２回幸手市議会定例会一般質問（教育委員会

部分） 

について資料により説明する。 

 

 

総務課長 

 １ 幸手市教育審議会の進捗について 

学校教育課長 

 １ 校長候補者選考及び教頭候補者選考に係る受験予定

者数について 

２ 令和４年度における教科用図書展示会の開催について  

３ 今後の主な行事 

社会教育課長 

１ 第３回幸手市社会教育委員会議 

社会教育課長（公民館） 

１ ６月の利用状況 

２ 事業報告 

３ 今後の事業予定 

社会教育課長（郷土資料館） 

 １ 報告事項 

 ２ 今後の事業予定 

社会教育課長（図書館） 

 １ 報告事項 
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日程第５ 

その他 

１ 次回定例会の 

日程 

 

 

 

 

 

 

２ 次回の協議事項 

 

 

 

 ２ 利用状況 

 ３ 今後の事業予定 

 ４ 予約の多い図書（上位５冊） 

 ５ 購入図書リスト 

社会教育課長（体育施設） 

 １ 利用状況 

 ２ 自主事業 

 ３ 今後の自主事業 

について資料により説明する。 

≪質疑≫ 

岩﨑委員 

  小林啓子議員からの一般質問に対する答弁で、市内小・

中学校では熱中症対策の一つとして水筒を持参させてい

るとの話があったが、持参した水筒だけでは足りず、水道

から補充している子どももいるかと思う。 

以前、ＰＴＡの役員を務めていた際に、ＰＴＡ会費から

冷水機を購入したことがあったが、市でこういった計画は

ないのか。 

教育部長 

  冷水機の設置の実態は、学校によって異なっている。熱

中症対策として、どのような対応が効果的か、今後、検討

していきたい。 

 

 

 

 

各委員の意見を調整した結果、７月の定例会については、

次のとおり決定する。 

第７回教育委員会定例会 

日時 令和４年７月 12日（火） 

午前９時 30分 

場所 市役所第二庁舎 ２階 第１会議室Ａ 

 

 

総務課長 

  協議の結果、「ＩＣＴ機器の活用と実践」について、議

題とする。 
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閉   会 

午前 11時 06分 

 

教育長 

閉会を宣す。 
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ほ か 特 に 重 要 

と 認 め る 事 項 

 

な  し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記会議の顛末を記載し相違ないことを証するため、こ

こに署名する。 

 

 

               令和４年 ７月１２日 

 

 

 

       教  育  長  山 西   実 

 

署名 

 

       署 名 委 員  岩 﨑 万紀子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


